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主な内主な内容容
厳かに華やかに「二十歳の門出 厳かに華やかに「二十歳の門出」」

市議会議員選挙および市長選挙のお知ら 市議会議員選挙および市長選挙のお知らせせ

申告相談が始まりま 申告相談が始まりますす

男女共同参画社会の実現に向け 男女共同参画社会の実現に向けてて

９町トピック ９町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

さあ、大人の仲間入さあ、大人の仲間入りり
希望に満ちた二十歳の門希望に満ちた二十歳の門出出
「平成２１年登米市成人式（１/11）「平成２１年登米市成人式（１/11）」」
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「
成
人
の
日
」
前
日
の
１
月
　
日
、
登
米
市

１１

成
人
式
が
登
米
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
は
、
昨
年
よ
り
1
2
0
人

少
な
い
１
，
０
９
０
人
（
男
５
６
４
人
、
女

５
２
６
人
）
が
対
象
。
こ
の
う
ち
、
式
典
に

は
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
９
１
８

人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
式
前
に
は
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
声

が
響
く
一
方
、
式
典
で
は
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
真
剣
な
表
情
で
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

「若い力で素晴らしい未来を築きたい」と誓った

千葉 聡 
さとし

さん（中田）と相澤あき 奈 さん（東和）
な

２２２２２２２２２２２０００００００００００歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
登米市の未来を開く新成人

再 会 と 門 出

平成２１年登米市成人式
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今
日
、
わ
た
し
た
ち
は
無
事
に

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
自
分
が
ど
の
く
ら
い
大
人
に

な
っ
た
の
か
と
考
え
て
み
て
も
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
自
分
が
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
ま
で
の
人
生
が
ま
だ

全
体
の
４
分
の
１
に
し
か
過
ぎ
な

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
４
分
の
３
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
く
か
を
考
え
る
分
岐
点

が
、
今
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
成
人
と
な
っ
た
今
、

わ
た
し
た
ち
は
自
分
の
行
動
に
常

に
常
識
と
責
任
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
も
４
月
か
ら
社
会
人
に

な
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
を
通
し
、

社
会
の
つ
ら
さ
、
不
安
な
ど
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
な
と
き
は
今
日
を
思
い
出
し
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
を
今
日
ま

で
こ
ん
な
に
も
健
康
に
育
て
く
れ

た
両
親
、
教
え
導
い
て
く
れ
た
先

生
、
時
に
は
一
緒
に
笑
い
、
一
緒

に
泣
き
、
支
え
合
っ
た
友
だ
ち
、

そ
し
て
、
周
り
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
大
勢
の
人
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
幾
度
と
な

く
困
難
や
悩
み
に
ぶ
つ
か
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
一

つ
乗
り
越
え
、
少
し
ず
つ
で
も
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
新
成
人
と
し
て
わ
た
し
が

思
う
こ
と
は
、
責
任
・
明
朗
・
団

結
・
礼
儀
・
節
度
の
５
つ
の
言
葉

で
す
。
今
ま
で
出
会
っ
た
人
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
に
対
し

て
も
、
こ
の
５
つ
の
言
葉
を
大
事

に
し
、
仕
事
や
生
活
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、
自
分
を

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

永浦　 美  翔  さん　（米山町追土地）
み か

二階堂　 翔 
しょう

 太  さん　（豊里町山根）
た

　
こ
の
た
び
は
温
か
く
素
晴
ら
し

い
成
人
式
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
現
在
、
仙
台
市
内
の

大
学
に
在
学
し
、
今
年
４
月
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
大
学
生
活
で

は
、
高
校
時
代
に
わ
た
し
が
大
学

で
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と

の
ほ
か
に
、
貴
重
な
多
く
の
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
　
年
間
を
振
り
返
っ

２０

て
み
る
と
、
わ
た
し
は
周
囲
の
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
家
族
、
先
生
、

友
人
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
特
に
、
家
族
に
は
悩
ま
せ
た

り
驚
く
よ
う
な
発
言
を
し
た
り
し

て
、
迷
惑
を
掛
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る

と
き
や
外
国
に
一
人
で
行
く
と
決

断
し
た
と
き
な
ど
も
、
家
族
は
わ

た
し
の
考
え
や
思
い
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。
い

つ
で
も
家
族
が
わ
た
し
の
良
き
相

談
者
で
あ
り
、
良
き
理
解
者
で
し

た
。
わ
た
し
が
い
つ
も
分
岐
点
に

立
っ
た
と
き
に
は
、
両
親
・
先
生
・

友
人
の
支
え
が
必
ず
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
多
く
の
場
面
で
た
く

さ
ん
の
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
成
人
を
迎
え
た
今
、
人
と
の
つ

な
が
り
や
言
動
の
重
さ
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
は

こ
れ
か
ら
も
常
に
好
奇
心
と
純
粋

な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
や
り
た

い
と
思
う
こ
と
を
積
極
的
に
や
り
、

周
囲
の
人
の
支
え
を
受
け
な
が
ら

素
晴
ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

好奇心と純粋な気持ちを忘れずに

多くのことに積極的に挑戦したい

両親、先生、友人、多くの人に感謝

社会人として責任を持った行動を
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期期待待 式典の受け付けをする新成式典の受け付けをする新成人人

懐かしい友人に早く会いたい懐かしい友人に早く会いたい！！再再会会 久しぶりの再会を喜ぶ姿久しぶりの再会を喜ぶ姿がが

会場内のいたる所で見られまし会場内のいたる所で見られましたた

協協力力 仕事や学業の合間をぬっ仕事や学業の合間をぬってて

成人式を企画した実行委員の皆さ成人式を企画した実行委員の皆さんん

歓歓談談「今は会社員？学生？「今は会社員？学生？」」

友人同士で近況を報告し合う姿友人同士で近況を報告し合う姿もも贈贈呈呈 1,090人の成人を記念し1,090人の成人を記念し、、

市からも記念品を贈市からも記念品を贈呈呈
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写真で見る登米市の成人式

期待、再会、歓談、自覚、仲間
感動の登米市成人式

記記念念 式典後は会場に設置され式典後は会場に設置されたた

写場で地区ごとに記念撮写場で地区ごとに記念撮影影

激励 新成人に社会人としての

自覚や責任を語る布施市長

美声 津山町出身でフリーアナウンサー

佐々木 眞  奈  美 さんが式典を進行
ま な み

同同窓窓 手作りポスターで式典後手作りポスターで式典後のの

同窓会をお知ら同窓会をお知らせせ

自自覚覚 市長式辞や来賓祝辞市長式辞や来賓祝辞にに

真剣なまなざしの新成真剣なまなざしの新成人人

親親心心 家族の皆さんも、子どもたち家族の皆さんも、子どもたちのの

晴れ姿を温かく見つめていまし晴れ姿を温かく見つめていましたた

仲仲間間 仲良しのグループで「ハイチーズ仲良しのグループで「ハイチーズ」」

きれいにかわいらしく撮ってきれいにかわいらしく撮ってねね
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投票立会人を募集します

定数について

　市議会議員選挙については、今回の選挙から町ごと

の選挙区が廃止され、市全域で１つの選挙区となり、

定数も４８人から３０人に削減されます。

投票区および投票所の変更

　市選挙管理委員会では、投票区を見直しました。今

回の選挙から、見直し後の新しい投票区において投票

することになります。

　投票所案内と入場券は、告示後、区長さんを通じて

配布しますので、ご確認願います。

定数区域選挙名

３０人
登米市全域

　登米市議会議員一般選挙

１人　登米市長選挙

投票日に投票所に行けない人

　投票日の当日都合がつかず、指定された投票所に行

けない人は、期日前投票ができます。

　また、指定施設や他市区町村で投票する不在者投票、

介護保険被保険者証（要介護５）や身体障害者手帳

（一定の障害）をお持ちの人は、郵便による不在者投票

ができます。

　なお、不在者投票には、事前の手続きが必要です。

手続きには時間がかかりますので、該当すると思われ

る人は市選挙管理委員会事務局にお問い合わせくださ

い。

　登米市のまちづくりに参画する大事な選挙です。

　大切な一票を投じましょう。

４４４４４４４４４４４ （（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日）））））））））））///////////１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９投票日

投票にふれてみませんか！　　　ふるってご応募ください

　皆さんに選挙をもっと身近に感じてもらえる投票所

づくりを目指し、投票立会人を募集します。

仕事の内容　

　投票が公正に行われているかどうかの立ち会いをし

ます。

対象者

　①市の選挙人名簿に登録されている人　　　　　　

　②特定候補者や政党などに直接関係がない人　

　③明るい選挙の推進に理解のある人

応募方法　

　所定の応募用紙に必要事項を記入して、お住まいの

地域の総合支所地域生活課に提出してください。応募

用紙は、各総合支所と選挙管理委員会事務局にありま

す。市ホームページからもダウンロードできます。

募集期限　２月２７日（金）

期日前投票投票日
　４月１３日（月）　

　　～１８日（土）

　午前８時３０分

　　　～午後８時

　４月１９日（日）

　午前７時

　　　～午後８時

　立会日時

　期日前投票所

　（市内９カ所）

　あなたが投票

　を行う投票所
　立会場所

　9,500円／日　　10,700円／日　報酬額

　１投票所２人　１投票所３人　立会人定数

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら市議会議員選挙および市長選挙のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

４４４４４４４４４４４ （（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日）））））））））））///////////１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２告示日

選挙啓発標語を募集します
　市議会議員・市長選挙において、市民皆さんの投票

参加と明るい選挙を進めるため、標語を募集します。

応募資格　

　登米市を愛する人

応募方法

　様式は指定しません。標語（１作品２０字以内）と、

住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を記入の上、

持参・郵送・ファクシミリ・電子メールのいずれかの

方法により、市選挙管理委員会事務局に応募してくだ

さい。なお、入選者には記念品を進呈します。

募集期限　２月２７日（金）

　※応募作品は、返却しません。

　※市選挙管理委員会で選考された作品は、市議会議

　　員・市長選挙の入場券などの印刷物や各種啓発活

　　動で使用します。

　※応募作品に関する著作権は、市選挙管理委員会に

　　属するものとします。

　

　【問い合わせ】

　〒９８７－０５１１　

　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１　

　市選挙管理委員会事務局　

　緯０２２０（２２）２１９８　０２２０（２２）９１６４

　死senkyokanri@city.tome.miyagi.jp
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○申告者名義の金融機関口座番号と口座届出印

○事業所得者（営業、農業など）は、関係帳簿・

　経費の領収書など

○給与所得者と公的年金受給者は、源泉徴収票

　原本

○医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領

　収書、保険などで補てんされた金額の明細書

○社会保険料控除（国保税、国民年金など）を受

　けるときは、領収証書、証明書(国民年金の場合、

　社会保険庁からの控除証明書が必要です)

○障害者認定されている人で障害者控除を受け

　るときは、障害者手帳や療育手帳

○要介護認定されている人で障害者控除を受け

　るときは「障害者控除対象者認定書」

○生命保険料控除、損害保険料控除を受けると

　きは、支払保険料の証明書

○住宅借入金等特別控除を受けるときは、登記

　簿謄本・住民票の写し・売買契約書・住宅借

　入金の年末残高証明書・源泉徴収票

○その他、収入と経費が分かる書類

申
告
に
必
要
な
も
の

○農協との取引明細書（売り上げと経費が分か

　る書類）

○収支を記載した関係帳簿、領収書など

○各種農業関係補助金などの証明書

○農協以外に販売しているときは、売り上げが

　分かる書類

○自家消費の農産物（米、野菜）の数量・金額

○農作業を受託しているときは、収入が分かる

　書類

○肉用牛を販売したときは、出荷一覧書・売却

　証明書と経費が分かる書類

農
業
申
告
に
必
要
な
書
類

申告相談時に必要なもの

　
　
　
　
　
２
月
　
日
（
火
）か
ら
３
月
　
日
（
月
）ま
で

１０

１６

申告
市県民税など

　
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、
市

２１

内
に
住
所
を
置
き
、
次
に
該
当
す

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
　
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

２０

人
（
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
を
含
む
）。

　
ま
た
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
次
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
◎
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

　
◎
勤
務
先
で
給
与
の
年
末
調
整

　
が
さ
れ
な
か
っ
た
人

　
◎
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
所

　
得
や
営
業
所
得
な
ど
の
各
種
事

　
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当

　
所
得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が

　
あ
っ
た
人

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
書
附
表
の
提
出
だ
け
で

か
ま
い
ま
せ
ん
。
附
表
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
申
告
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
◎
収
入
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

　
人
（
他
市
町
村
に
い
る
家
族
の

申
告
が
必
要
な
人

　
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
の
申
告
相
談
は
、
２

月
　
日（
火
）か
ら
３
月
　
日（
月
）

１０

１６

ま
で
、
各
町
域
、
行
政
区
ご
と
に

実
施
し
ま
す
。
申
告
日
程
は
、
各

世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
申
告

相
談
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
扶
養
に
な
っ
て
い
る
な
ど
）

　
◎
収
入
が
障
害
年
金
・
遺
族
年

　
金
・
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税

　
所
得
の
み
の
人

　
◎
収
入
が
国
民
年
金
の
み
の
人

※
申
告
書
附
表
は
「
申
告
相
談
に

つ
い
て
（
ご
案
内
）」
に
添
付
し

て
い
ま
す
。
必
要
な
項
目
を
記
入

し
、
各
申
告
会
場
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
生
活
課
に
３
月
　
日
１６

（
月
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
の
申
告
相
談

　
申
告
期
間
中
、
各
申
告
会
場
で

１
日
間
の
日
曜
日
の
申
告
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
各

会
場
と
も
受
付
開
始
時
刻
か
ら
、

午
前
　
時
　
分
ま
で
と
な
り
ま
す

１０

３０

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
は
申
告
会
場
ご
と
に
違
い

ま
す
。「
申
告
相
談
に
つ
い
て（
ご

案
内
）」
に
あ
る
日
程
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
　
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）
２
１
６
３

２２
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産
科
医
療
補
償
制
度
（
注
１
）

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平

成
　
年
1
月
1
日
か
ら
出
産
時
に

２１
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

「
出
産
育
児
一
時
金
」
が
　
万
円

３８

（
現
行
　
万
円
）
に
な
り
ま
し
た
。

３５

　
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
分

娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳

性
麻
痺
児
に
対
す
る
補
償
金
の
支

払
い
に
備
え
る
た
め
に
分
娩
機
関

が
加
入
（
任
意
）
す
る
制
度
で
す
。

　
分
娩
機
関
が
運
営
組
織
で
あ
る

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
に
支
払
う
掛
け
金
は
1
分
娩
当

た
り
3
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
掛
け
金
を
分
娩
料
に
上
乗
せ
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
出
産
育
児
一
時

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
分
娩
機
関
が
産
科
医

療
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

な
ど
、
分
娩
機
関
が
産
科
医
療
補

償
制
度
の
掛
け
金
を
支
払
う
必
要

が
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
　
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
の

３５

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　（
注
１
）
通
常
の
妊
娠
・
分
娩

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
度
の
脳
性

麻
痺
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

家
族
の
経
済
的
負
担
が
補
償
さ
れ

ま
す
。
重
度
の
脳
性
麻
痺
の
発
症

原
因
が
分
析
さ
れ
、
再
発
防
止
に

役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
め
る
環
境

が
整
備
が
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

【
３
万
円
が
加
算
さ
れ
　
万
円
が

３８

支
給
さ
れ
る
場
合
】

　
分
娩
機
関
が
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
し
て
い
て
、
医
学
的
管

理
下
（
医
師
、
看
護
師
立
ち
会
い

の
下
）
に
お
い
て
平
成
　
年
１
月

２１

１
日
以
後
、
在
胎
週
数
　
週
以
上

２２

の
出
産
（
死
産
を
含
み
ま
す
）。

【
３
万
円
が
加
算
さ
れ
ず
　
万
円

３５

が
支
給
さ
れ
る
場
合
】

①
分
娩
機
関
が
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
。

②
分
娩
機
関
が
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
し
て
い
る
が
、
医
学
的

管
理
下
以
外
の
出
産
。

③
分
娩
機
関
が
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
し
て
い
て
、
医
学
的
管

理
下
の
出
産
で
あ
る
が
、
在
胎
週

数
　
週
未
満
の
出
産
（
流
産
、
人

２２
工
妊
娠
中
絶
を
含
み
ま
す
）。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

◆
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

①
産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
し

て
い
る
分
娩
機
関
で
出
産
し
た
場

合
は
、
出
産
費
用
を
支
払
っ
た
際

の
領
収
書
ま
た
は
請
求
書
（
同
制

度
対
象
の
出
産
で
あ
る
旨
の
ス
タ

ン
プ
が
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
）

②
印
鑑

③
世
帯
主
名
義
の
通
帳

◆
受
領
委
任
払
申
請
を
す
る
場
合

　
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時

金
受
領
委
任
払
申
請
書
（
様
式
１

号
）
に
分
娩
機
関
の
同
意
が
あ
る

も
の
。

　
※
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
る
　
万
円
（
　
万
円
）
を

３８

３５

世
帯
主
に
代
わ
っ
て
分
娩
機
関
が

受
け
取
る
た
め
の
申
請
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
出
産
し
た
人
は
出
産

費
用
と
出
産
育
児
一
時
金
の
差
額

だ
け
を
分
娩
機
関
に
支
払
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

【
申
請
場
所
】

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

　
保
険
給
付
係

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
6
６

５８

平成２１年１月１日から

出
産
育
児
一
時
金
が

　
　
万
円
に
な
り
ま
し
た

３８

出産育児一時金の支給に係る在胎週数



9 Feb.2009

「登米市・身近な景観百選」
写真を募集します

　皆さんが選ぶ　登米市の景観

　募集写真のテーマ「１００年後にも残したい！登米市の景観」
　　登米市には、素晴らしい自然をはじめ、育まれた田園風景や公園、史跡、町並みなど登米市固有の歴史、伝統、　

　文化に根差したさまざまな景観が数多くあります。これらの中から、市民にゆとりを与え、後世に伝えるべき良　

　好な景観を歴史・伝統的景観、自然景観、都市景観などとして「登米市・身近な景観百選」に選定します。

　　皆さんが日ごろ、大切に感じている四季折々の豊かな自然、史跡、町並みや日常の身近な何気ない景観など、

　「残しておきたい」「みんなに広く知ってほしい」と思う写真を広く募集しますので、ぜひご応募ください。

　募集内容

　①応募資格　　　　限定しません

　②作品　　　　　　登米市内の景観写真で未発表のもの

　③作品数　　　　　一人５点以内

　④写真サイズ　　　四ツ切りサイズ（２５４×３０６粟）以内のカラー単写真、無修正、無加工のもの

　⑤入賞作品の版権　登米市に帰属します

　⑥応募期間　　　　４月１日から２２年３月３１日まで

　⑦公表　　　　　　選定後、市ホームページなどで入賞した写真と入賞者名を公表します

　⑧応募方法　　　　応募用紙に必要事項を記入の上、下記応募先まで郵送および電子メールで応募してください

　　　　　　　　　　※応募用紙は各総合支所窓口および市ホームページからダウンロードできます

　　　　　　　　　　　（平成２１年３月２０日以降予定）

　⑨応募先　　　　　〒９８７－０６０２　登米市中田町上沼字西桜場１８番地　建設部都市計画課　都市計画係

　　　　　　　　　　死tosikeikaku@city.tome.miyagi.jp

　【問い合わせ】　建設部都市計画課　都市計画係　緯０２２０（３４）２４４６

　教育資料館【登米町】

　伊豆沼【迫町】　平筒沼【米山町・豊里町】

　棚田【津山町】
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連
載
 第
２
回
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
分
か
ち
合
う
 仕
事
も
家
庭
も
喜
び
も

　
前
月
号
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
の
た
め
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
が
重
要

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
地
域
の
課
題
や
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

２
月
に
策
定
し
、
男
女
が
共
に
地

域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
は
、
地
域
づ
く

り
へ
の
参
加
は
、
男
性
も
女
性
も

ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
理
由
に
は
、
長
時
間
の
労

働
な
ど
に
よ
り
仕
事
と
生
活
の
調

和
が
取
れ
な
い
た
め
、
地
域
活
動

に
か
か
わ
る
時
間
が
取
れ
な
い
こ

と
や
、
今
な
お
根
強
い
性
別
に
よ

る
固
定
的
役
割
の
概
念
に
よ
っ
て

活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
れ
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

い
か
に
多
く
の
主
体
団
体
を
巻
き

込
ん
で
い
け
る
か
が
重
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基

づ
き
、
平
成
　
年
に
決
定
し
た
、

１７

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
２

次
）
に
お
い
て
、「
男
女
共
同
参
画

に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
」
を
重
点
事
項
の
一
つ
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
や
そ
こ
に
住
む

人
々
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
は
、

新
た
な
視
点
や
発
想
を
生
み
出
し

た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
材
の
活
用

に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
男
女
が
共
に
考
え
、
協

力
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
市
で
も
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
「
登
米
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
を
平
成
　
年
１９

　
男
女
が
共
に
、
主
体
的
に
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

●
一
人
一
人
が
働
き
方
へ
の
考
え

　
を
変
え
て
み
る

●「
社
会
的
性
別
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

　
の
視
点
を
持
つ

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実

現
や
、「
男
の
仕
事
」
や
「
女
の

役
目
」
な
ど
、
性
別
に
よ
る
固
定

 「
社
会
的
性
別
」

　
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
は

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

「
カ
エ
ル
！
ジ
ャ
パ
ン
」

「
会
議
の
開
始
時

刻
や
、
持
ち
方
を

み
ん
な
が
参
加
し

や
す
い
方
法
に
変

え
て
み
る
」
な
ど
、

地
域
の
活
動
の
仕

方
を
何
か
一
つ
、

今
日
か
ら
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

的
役
割
の
概
念
を
な
く
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
参
加
し

や
す
い
時
間
帯
を
工
夫
す
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
か
か
わ
り
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
男
性
も
女
性
も
意
欲
に
応
じ
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
女
が
共

に
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
社

会
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
の
実

現
の
た
め
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。

り
組
む
、
市
民
が
つ
く
る
「
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
を

支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
住
民
が
、
結

び
付
き
を
深
め
な
が
ら
地
域
の
魅

力
や
課
題
な
ど
を
話
し
合
い
、
そ

の
解
決
方
法
や
行
動
計
画
な
ど
、

地
域
の
将
来
像
を
ま
と
め
る
も
の

で
す
。

　
現
在
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
し
て
い
る
３
地
区
で
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
作
成
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
の
参
加
に
よ
る
作
成

を
目
指
し
、
多
く
の
女
性
や
若
者

が
か
か
わ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

市
民
が
つ
く
る
「
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
」

男
女
共
同
参
画
に
よ
る

地
域
づ
く
り

今
、
地
域
に
求
め
ら
れ

て
い
る
取
り
組
み

地域の課題について話し合う皆さん

　
人
間
に
は
生
ま
れ
つ
い
て
の
性

別
が
「
男
性
」
か
「
女
性
」
か
と

い
う
「
生
物
学
的
性
別
」
が
あ
る

ほ
か
、
社
会
通
念
や
慣
習
に
よ
っ

て
作
り
上
げ
ら
れ
た
男
性
像
（
男

ら
し
く
）
や
女
性
像
（
女
ら
し
く
）

な
ど
の
「
社
会
的
性
別
」（
ジ
ェ

ン
ダ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
的
性
別
は
、
そ
れ
自
体
に

良
い
、
悪
い
の
価
値
を
含
む
も
の

で
は
な
く
、
国
際
的
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
社
会
的
性
別
の
視
点
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
、
性
差
別
や
性
別
に

よ
る
固
定
的
役
割
分
担
、
偏
見
な

ど
が
社
会
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
、「
男
（
女
）

だ
か
ら
」
と
い
う
意
識
を
変
え
て

物
事
を
見
た
り
考
え
た
り
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
を
活
性
化
し
住

み
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
、

地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
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寒
さ
も
本
番
を
迎
え
、
暖
房
に

使
用
す
る
灯
油
の
消
費
が
増
え
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
灯
油
な
ど
を
保
管
し
て
お

く
油
タ
ン
ク
が
、
地
震
や
事
故
な

ど
で
転
倒
し
て
油
が
流
出
し
た
場

合
は
、
火
災
を
発
生
・
拡
大
さ
せ

る
大
き
な
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
な
ど
に
流
入
す
る

と
、
環
境
を
汚
染
す
る
ば
か
り
で

な
く
処
理
費
用
は
原
因
者
負
担
と

な
り
、
高
額
の
出
費
と
な
り
ま
す
。

　
事
故
が
起
き
て
か
ら
慌
て
な
い

た
め
に
も
、
油
タ
ン
ク
は
堅
固
な

基
礎
固
定
と
流
出
防
止
の
措
置
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
転
倒
防
止
措
置
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
、
消
防
本
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

　
消
防
本
部
予
防
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）１
９
０
０

２２

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防
 災災災災災災災災災災災災災災災災災
 ミミミミミミミミミミミミミミミミ
ニニニニニニニニニニニニニニニニ
情情情情情情情情情情情情情情情情

ミ
ニ
情
報報報報報報報報報報報報報報報報報

⑤
油
タ
ン
ク
に
は

　
流
出
防
止
措
置
を

第
４
回

登
米
市
民
卓
球
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

２１

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館
　

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
千
葉
隆
一
（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
佐
藤
裕
（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
菅
原
弥
（
川
面
R
）

　
　
　
　
　
及
川
雅
史
（
川
面
R
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
辺
見
美
月
（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
藤
浦
瞳
（
南
方
中
）

　
第
３
位
　
只
野
幸
恵
（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
及
川
雅
史
・
菅
原
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
川
面
R
）

　
第
２
位
　
酒
井
一
・
猪
又
寿
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
北
條
敏
治
・
佐
藤
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　
佐
藤
裕
・
千
葉
隆
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
藤
浦
瞳
・
門
脇
葉
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
方
中
）

　
第
２
位
　
皆
川
理
沙
・

　
　
　
　
　

　
第
３
位
　
菅
原
邦
子
・
大
畑
樹
里

　
　
　
　
　
　
　
　
  （
迫
愛
好
会
）

　
　
　
　
　
寺
川
千
晶
・
佐
藤
美
涼

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
田
中
）

【
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
加
藤
周
一
朗

　
　
　
　
　
　
　
     （
米
山
卓
協
）

　
第
２
位
　
後
藤
玲
央
（
東
和
ピ
）

千
葉
茉
亜
莉（
中
田
中
）

千
葉
茉
亜
莉（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
高
野
廉
 （
米
山
卓
協
）

　
　
　
　
　
小
泉
明
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
米
山
卓
協
）

【
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
千
葉
ま
り
の

　
　
　
　
　
　
　
 （
南
方
ス
ポ
少
）

　
第
２
位
　

　
第
３
位
　
細
浦
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
佐
沼
卓
ク
）

　
　
　
　
　
菅
原
彩
加
 （
東
和
ピ
）

【
シ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
大
崎
真
治

　
　
　
　
　
     （
志
津
川
高
教
員
）

　
第
２
位
　
北
條
敏
治
（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
藤
浦
秀
敏
（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　

　
第
１
位
　
岩
井
英
一

　
　
　
　
　
　
　
   （
た
ん
ぽ
ぽ
ク
）

　
第
２
位
　
高
橋
和
郎

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
３
位
　
杉
田
功
（
ラ
ー
ジ
和
）

　
　
　
　
　
佐
藤
政
則

　
　
　
　
　（
石
森
卓
球
愛
好
会
）

　
第
１
位
　
渡
部
か
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
２
位
　

　
第
３
位
　

　
　
　
　
　

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
杉
田
功
・
岩
井
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
ラ
ー
ジ
和
）

　
第
２
位
　
梅
川
初
雄
・

　
　
　
　
　
小
野
寺
克
己

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
３
位
　
高
橋
和
郎
・
白
石
和
夫

　
　
　
　
　
　
　
　（
ラ
ー
ジ
和
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
鹿
野
た
ま
ゑ
・

　
　
　
　
　
渡
部
か
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
迫
フ
ェ
ニ
）

　
第
２
位
　
岩
渕
育
子
・
三
條
照
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
ラ
ー
ジ
和
）

秋
葉
つ
ぐ
み
（
東
和
ピ
）

小
野
寺
智
之
（
登
米
ク
）

目
黒
京
子
（
迫
愛
好
会
）

三
條
照
子
（
ラ
ー
ジ
和
）

岩
渕
育
子
（
ラ
ー
ジ
和
）

大盛況でした！「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」

　「美味し国　伊達な旅」と題して、昨年１０月から１２月

まで「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

（ＤＣ）」が宮城県で開催されました。

　この期間中、市では「北上川の舟下り体験」や「教

教育資料館ライトアップ

全国はっとフェスティバル

育資料館のライトアップ」、「横山不動尊秘仏の特別御開帳」、「全国はっとフェ

スティバル」など多くのイベントが催され、JRびゅうバスの運行などとも併せ

て、大勢の観光客の皆さんに登米市に足を運んでいただきました。

　また、市を訪れる観光客への「おもてなし研修会」の実施や「観光ボランティ

アガイド」の育成など、ＤＣを契機にして市内各団体でさまざまな取り組みが

行われ、観光資源の掘り起こしや観光客の受け入れ体制の整備が行われました。

　「仙台・宮城ＤＣ」は１２月で終了しましたが、このキャンペーンを一過性のも

ので終わらせないために、県ではＤＣで培った体制や事業を引き継ぎ、平成２１・

２２年度の２カ年間「ポスト仙台・宮城ＤＣ」の実施を計画しています。市でも

ＤＣの成果を踏まえて関係団体と連携し、引き続き観光客の誘客を進めていく

予定です。

【問い合わせ】　産業経済部商工観光課　観光物産係　緯０２２０（３４）２７３４

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
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災
害
を
想
定
し
合
同
防
災
研
修
会

　
　
　
  災
害
時
の
団
体
・
企
業
と
の
連
携
を
強
化

　
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
食
料

品
の
提
供
や
道
路
の
応
急
復
旧
な

ど
の
た
め
に
、
市
と
応
援
協
定
を

結
ん
で
い
る
事
業
所
と
の
合
同
研

修
会
が
１
月
　
日
、
消
防
防
災
セ

２２

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
宮
城
県
建
設
業

協
会
登
米
支
部
を
は
じ
め
、
多
く

の
団
体
が
参
加
し
、
災
害
時
の
防

災
対
策
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
登
米
市
と
し
て

は
、
災
害
に
備
え
る
仕
組
み
や
、

防
災
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
災
害

発
生
時
は
、
行
政
が
対
応
し
き
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
円
滑
に
活
動
で
き
る

よ
う
、
今
日
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
と
連
帯
し
、
な
お
一
層
の
防

災
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、「
宮
城
県
沖
地

震
の
再
来
に
備
え
て
」
と
題
し
て

地震の概要などを説明する村上講師

「災害時には皆さまの協力が不可欠」と述べる市長

県
危
機
対
策
課
の
村
上
 正
 

ま
さ

 勝
 主
任
主
査
、「
企
業
に

か
つお

け
る
緊
急
時
企
業
存
続

計
画
の
必
要
性
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
県
商
工
経

営
支
援
課
の
吉
田
 司
 主
任

つ
か
さ

主
査
、
両
講
師
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
佐
沼
・
登
米

両
警
察
署
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど

の
代
表
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な

り
、
災
害
時
の
事
業
所
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
相
互

に
意
見
を
交
換
し
、
連
携

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

真剣なまなざしで講話を受講する参加者の皆さん

商品券に
使う楽しみを

登米市共通商品券
「とめっこマネー」抽選会

　
お
楽
し
み
抽
選
券
付
き
商
品
券

で
、
市
内
の
身
近
な
店
を
利
用
し

て
も
ら
い
、
市
内
中
小
事
業
所
の

活
性
化
を
目
的
と
す
る
登
米
市
共

通
商
品
券
「
と
め
っ
こ

マ
ネ
ー
」
の
第
２
回
抽

選
会
が
１
月
　
日
、
市

２２

役
所
迫
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
抽
選
会
で
は
、
昨
年

７
月
　
日
か
ら
１
月
　

１６

１５

日
ま
で
の
７
カ
月
間
に

使
用
さ
れ
た
と
め
っ
こ

マ
ネ
ー
、
約
２
万
７
千

枚
を
対
象
と
し
て
行
わ

れ
、
特
賞
の
２
万
円
分

の
旅
行
券
５
本
と
、
１

等
の
と
め
っ
こ
マ
ネ
ー

３
千
円
　
本
が
布
施
市

１０

長
や
登
米
市
振
興
協
同

組
合
の
役
員
に
よ
っ
て

布施市長や振興協同組合役員によって各賞が抽選されました

抽
選
さ
ま
れ
し
た
。

　
抽
選
後
、
市
長
は
「
自
分
で

使
っ
た
券
で
、
思
わ
ぬ
ご
褒
美
が

当
た
る
と
い
う
の
は
使
う
楽
し
み

が
あ
る
し
、
地
元
で
商
品
を
購
入

す
る
こ
と
は
、
地
産
地
消
の
意
識

の
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
」

と
述
べ
、
ま
た
、
振
興
協
同
組
合

の
高
橋
理
事
長
は
、「
全
体
の
利

用
状
況
か
ら
見
る
と
、
個
人
で
の

使
用
が
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
る

の
で
、
も
っ
と
P
R
を
し
て
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
使
用
率
を

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
当
選
番
号
は
２
月
１
日
発
行
の

振
興
協
同
組
合
の
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ

シ
裏
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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冬空に響く
ハーモニー

新田中学校全校生徒による
「歓喜に寄すを歌う会」

　
新
田
中
学
校
の
全
校
生
徒
が
冬

空
の
下
、
合
唱
を
行
う
「
歓
喜
に

寄
す
を
歌
う
会
」
が
　
月
　
日
、

１２

１８

新
田
小
学
校
中
庭
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
合
唱
を
通
し
て
新
し

い
年
へ
の
希
望
や
目
標
を
新
た
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
２
年
度

か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年
度
で
　
回
１９

を
数
え
る
新
田
地
区
の
冬
の
恒
例

行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ

た
会
場
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

し
て
新
田
小
児
童
が
合
唱
を
披
露

し
た
後
、
歌
う
会
が
開
催
さ
れ
、

全
体
合
唱
で
は
「
手
紙
」
や
「
大

地
讃
頌
」、「
歓
喜
の
歌
」
な
ど
を

熱
唱
。
冷
え
込
み
が
厳
し
い
中
、

生
徒
た
ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
と
第
九
」、

「
歓
喜
に
寄
す
」の
朗
読
を
代
表
者

が
「
月
光
」
の
伴
奏
に
合
わ
せ
、

力
強
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
保
護
者
や
学
校
関

係
者
、
地
区
住
民
な
ど
が
訪
れ
、

冬
の
夜
空
に
響
く
生
徒
た
ち
の
歌

声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

冬の澄み渡る空に、美しいハーモニーが響きました

オープニングでは新田小学校児童が合唱を披露

決
意
を
新
た
に
安
心
安
全
を
誓
う

　
　
消
防
団
員
、
交
通
安
全
・
防
犯
指
導
隊
出
初
め
式

　
市
消
防
出
初
め
式
が
１
月
4
日
、

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
消
防
署
と

消
防
団
合
同
で
実
施
さ
れ
、
９
支

団
の
団
員
や
市
関
係
者
ら
約
９
８

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
職
員
や
各
支
団
の
団
員
は
、
人

員
報
告
後
、
観
閲
行
進
を
実
施
。

セ
ン
タ
ー
前
で
の
行
進
で
は
、
遠

藤
署
長
の
指
揮
の
も
と
規
律
正
し

く
行
進
を
行
い
、
布
施
市
長
が
観

閲
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
市
で
は
災
害
の
軽
減

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
日
の
消
防
出
初
め
式

を
契
機
と
し
て
、
一
段
と
心
を
新

た
に
し
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
火
災

予
防
と
防
災
意
識
の
周
知
に
努
め
、

本
年
こ
そ
災
害
が
少
な
い
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
救
急
救
助
訓
練

や
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水

お
よ
び
中
継
送
水
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
防
犯
指
導
隊
と
交
通
安ポンプ車１８台による一斉放水訓練

消防団員による規律正しい行進が行われました

全
指
導
隊
の
出
初
め
式
が
１
月
　１０

日
、
中
田
総
合
体
育
館
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

市
内
各
地
区
の
防
犯
指
導
隊
員
　７９

人
、
交
通
安
全
指
導
隊
員
　
人
が

８２

参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
隊
員
全
員
が
大
き
な

声
で
点
呼
。
服
装
点
検
や
市
長
告

辞
、
各
隊
長
か
ら
の
訓
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
隊
員

は
、
安
心
し
て
住
む
こ
と
の
で
き

る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

交通安全指導隊員一人一人の服装を点検する市長
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲指導員と一緒に、楽しみながらスキーにチャレンジしました

▲大勢の人でにぎわうもくもくランドで舞う横山火伏の獅子舞

▲恒例の「あるけあるけ大会」に大勢の住民が参加しました

第34回森地区元旦あるけあるけ大会が１月１日に

開催され、子どもからお年寄りまで約140人が参加

しました。健康で明るい地域づくりを目指して毎年

開催されているもので、コースは森公民館を発着点

とする約５按。まだ暗い午前６時１５分に公民館を出

発、中間点の上行寺境内で初日の出を待ちながら、

温かい紅茶などで休憩を取りました。毎年欠かさず

参加している人や家族そろって参加している人もい

て、参加者全員が無事ゴールした後には、通算10回

目、20回目の参加者の表彰などが行われました。

初日の出に無病息災を祈る
迫で森地区元日あるけあるけ大会

米山町内小学生を対象にした、かかしっこクラブ・

ちびっこ大学・吉田自然体験塾合同のスキー教室（米

山地域公民館合同主催）が１月１７日、大崎市鳴子の

オニコウベスキー場で行われ、児童生徒２１人が参加

しました。教室では、念入りに準備体操を行った後、

レベルに合せての指導が行われ、指導員やジュニア

リーダーと一緒に交流しながら白銀のゲレンデに

シュプールを描いていました。参加者のほとんどが

初心者でしたが、教室が終わるころにはスキーにも

慣れ、歓声を上げながら滑りを楽しんでいました。

白
米山で３団体合同の「スキー教室」

横山地区のお正月の恒例行事「横山火伏獅子舞」が

１月２、３日に行われ、地区内約５００世帯を回って家

内安全・火難消滅を祈願しました。当日は、笛や太鼓

の音に合わせて軽快に舞い踊る獅子の姿に、各家庭

からは感謝とねぎらいの言葉がかけられました。ま

た、初売りやもちつきでにぎわう道の駅「もくもくラ

ンド」でも、お正月の風物詩、獅子舞の姿に、訪れ

た多くの人々が足を止めて見入っていました。中に

は、初めて見る獅子舞に驚く子どももいて、和やか

な雰囲気に包まれていました。

獅子舞で家内安全を祈願
津山で横山火伏の獅子舞巡回

銀の世界をたっぷり満喫
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ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

▲今後さまざまな大会などの開催が予定されているテニスコート

第２９回中田町武道祭（登米市、宮城県公立武道館協

議会主催）が１月１１日、中田総合体育館で開催され

ました。この武道祭は、武道を通して心身ともに健

全な体づくりを目指し、体力やスポーツ技術の向上

と参加者の融和を目的に開催され、今年で２９回目と

なります。競技の前には、空手道や柔道、登米弓道

会による武道形が披露され、参加者は真剣な眼差し

で見入っていました。その後、空手、剣道、柔道の

各競技が行われ、それぞれの種目に小中学生６１人が

参加し、熱戦が繰り広げられました。

各種競技で白熱した戦い
中田で第２９回中田町武道祭

東和総合運動公園テニスコート拡張事業の一つであ

るクラブハウスが、１月２３日に完成しました。テニ

スコートは昨年の９月末に完成し、小学生から一般

市民まで幅広く利用されています。クラブハウス内

にはミーティングルームや放送室のほか、オムツ替

えもできる多目的トイレなどが設置され、今後は市

内一の規模で設備の整った新テニスコートとして、

県内外の多くの大会が開催される予定となっている

など、多くの市民に親しまれる施設になることが期

待されます。

▲見事な仕舞が演じられ、会場からは盛んな拍手が送られました

登米町新春懇談会が１月９日、とよま観光物産セン

ター「遠山之里」を会場に、地区の関係者など約８０

人が出席して開催されました。会場では、間近に

迫った三陸縦貫自動車道「登米インター」の供用開

始についての話題が多く出され、関係者や地域の人

が開通に対して関心を寄せていることが表れた懇談

会となりました。また、祝宴の中で来賓のあいさつ

に続いて披露されたとよま謡曲会による仕舞では、

迫力ある「 謡 」と「舞」が披露され、新春の初顔合
うたい

わせに花を添えました。

迫力ある仕舞で新年を祝う
登米で登米町新春懇談会

待望のクラブハウスが完成
東和総合運動公園に新施設

▲会場には、今年初の試合に臨む選手たちの掛け声が響いていました
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▲会場では太鼓やよさこいなどが披露され、祭りに花を添えました

▲願いを込めながら、全員で協力してミニ門松を制作しました

▲駅利用者に啓蒙用品を配布して地域防犯をＰＲする参加者

南方地区民生委員児童委員協議会（日下 雄  喜 会長）
ゆう き

では、同協議会内の企画研修部（髙橋 善  市 部長）を
ぜん いち

中心に、平成１４年からミニ門松を自費で手作りし、

町域内の高齢者世帯や独居老人世帯に配布していま

す。これは、この門松で「元気で明るい正月を迎え

てもらえるように」と、民生委員・児童委員、主任

児童委員が心を込めて制作しているものです。この

作業は多くの時間と手間のかかるものですが、部長

を中心として全員で協力し、同協議会の事業として

定着させていこうと頑張っていました。

手作りの門松に願いを込めて

南方でミニ門松制作・配布事業

年末街頭パトロール（豊里町防犯協会主催）が、１２

月１８日に豊里地区内で実施されました。この取り組

みは、地域住民と協力して年末の防犯を呼び掛けよ

うと毎年年末に実施されており、町内会の交通防犯

部長や小中学校ＰＴＡ会長など１７人が参加しました。

参加者は防犯ジャンパーを着用し、駅やコンビニな

どの人が集まりやすい場所や公園周辺の暗がりなど

を重点的にパトロールしました。JR陸前豊里駅では

列車に乗り降りする人たちに啓発用ティッシュを配

布し、年末の犯罪防止を呼び掛けました。

安全で安心な街づくりを
豊里で年末街頭防犯パトロール

石越冬のまつり・どんと祭と冬の花火が１月１４日、

石越総合運動公園を会場に開催されました。当日は、

 伍  十  瀬 神社で家内安全や商売繁盛などを祈願する神
い そ せ

事が行われた後、どんと祭の種火となる御神火が会

場に運ばれ、 古  守  礼 のたき上げが開始されました。
こ しゅ さつ

会場内の特設ステージでは、和太鼓演奏やよさこい

の披露、歌謡ショー、縁起福もちまきなどがあり、

雰囲気を盛り上げました。祭りの目玉である花火大

会では、さまざまな願いが込められた約1,000発の

花火が澄みきった夜空に大輪の花を咲かせました。

冬の夜空に1,０00発の花火
石越で冬のまつり「どんと祭と花火大会」
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ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

登米市国際まつり（市国際交流協会主催）が１２月１４日、迫

公民館で行われ、市内在住の外国人や国際交流協会会員な

ど約２００人が参加しました。会場ではシンポジウムやクリ

スマスパーティーなどが開催され、日本語講座受講生によ

る日本語でのカラオケなどが披露されました。参加者は、

民俗芸能や郷土料理などで交流と親睦を深めていました。

民俗芸能と郷土料理で親睦を深め合う

▲日本語によるカラオケを披露する参加者の皆さん

トピックス 
 ぷらぷらすす

▲学校を訪問し演奏を披露する米山丸山太鼓の皆さん

海を越えて太鼓で交流

▲たいまつを掲げて商店街を歩く裸参りの参加者

冷え込みを吹き飛ばす熱気

太鼓という日本の伝統楽器の文化交流や親善を図るため、

米山丸山太鼓の子どもたちが１月２日から９日まで、イギ

リスのエクサター市とエックスマス市を訪問し、学校訪問

や太鼓の発表会を通して交流と親睦をしました。異国での

太鼓の発表会やホームステイによるイギリスの体験は、子

どもたちにとって忘れられない思い出となりました。

正月飾りを焼いた火にあたり、健康を祈願する伝統行事

「佐沼どんと祭」が１月１４日に開催されました。祭りでは企

業や若者など１２５人が参加しての裸参りも行われ、羽黒神

社から津島神社までの約５００庵の佐沼大通りを行進し、神

社境内の正月飾りに点火しました。参拝者は燃える御神火

に手を合わせ、今年１年間の無病息災などを祈りました。

１２/１４

１/２～９

１/１４

▲今年も、市場での登米産牛の活躍が期待されます

登米産牛の子牛市場初競りが1月14日、美里町のみやぎ総

合家畜市場で開催されました。競り前には、布施市長が年

頭のあいさつを行い生産農家を激励しました。競りには、

JAみやぎ登米分として３９９頭が上場、また子牛ブランド「と

め牛」は２１頭が上場され、最高値は１頭709,000円と幸先の

良いスタートとなりました。

登米市産子牛３９９頭が初競り

１/１４
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

いつも外で元気に遊ぶ聡也く

ん。加賀野公園に散歩に行っ

て、すべり台で遊ぶのがお気

に入りです。キャラクターで

はウルトラマンが大好きで、

よくDVDを見たり上手に歌を

歌ったりします。

及川  聡  也 くん
そう や

（中田町茶畑）

平成１7年6月１0日生まれ

（3歳）

政彦さんの長男

鈴木　 智  也 君（南方小６年）
とも や

（南方町大岳・哲也さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№４６

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
学
校
で
は
集
会
委
員
会
の
副
委

員
長
を
務
め
て
い
る
智
也
く
ん
。

全
校
集
会
の
企
画
や
運
営
を
し
て

い
て
、
企
画
を
す
る
と
き
は
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
行
事
に
な
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
智
也
く
ん
の
将
来
の
夢

は
、
プ
ロ
野
球
の
審
判
員
に
な
る

こ
と
。
現
在
は
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
所
属
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
智
也
く
ん
。

冷
静
沈
着
な
プ
ロ
野
球
の
審
判
員
に

試
合
な
ど
で
後
方
の
見
え
ず
ら
い

位
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
速
球
を
瞬
時
に
判
断
す

る
審
判
員
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
自
分
も
審
判
員
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
球
視
力
を
付
け
て
、
選
手
や

監
督
か
ら
抗
議
が
出
な
い
よ
う
な

名
審
判
員
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
審

判
員
に
な
り
た
い
で
す
」
と
、
元

気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

海羽ちゃんはデパートなどで

メリーゴーラウンドに乗るの

が大好き。家では、積み木を

したりお兄ちゃんと一緒に仲

良く遊んだりします。食べ物

ではチーズやチョコが好物の

海羽ちゃんです。

田畑  海  羽 ちゃん
み う

（米山町清水）

平成18年2月7日生まれ

（２歳）

誠さんの長女

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
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作

品

募

作

品

募

集集

!!

●
3
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
2
月
　
日
ま
で
ご
応

１０

募
く
だ
さ
い
。な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
の
 凍
 て
つ
く

い

 墓
 に
も
う

は
か

 居
 な
い

い

　
 白
  鳥
 に

と
 

り

 姿
 

す
が
た

を
 六
  十
  年
 に

む
 

そ
 

じ

 涙
 す
　
　
　
　
　
及
　
川
　
ツ
ギ
子
（
中
田
）

な
み
だ

 初
  詣
 で
 変
  動
 い
ら
ぬ
 躍
  動
 の

は
つ
 も
う
 

へ
ん
 ど
う
 

や
く
 ど
う

　
 年
 に
 成
 る
よ
う

と
し
 

な

 拍
 

か
し
わ

 手
 を
 打
 つ
　
　
　
　
   本
　
宮
　
や
つ
の
（
中
田
）

で
 

う

 促
  成
 の
キ
ュ
ウ
リ
の

そ
く
 せ
い

 収
 

し
ゅ
う

 穫
  願
 い
つ
つ

か
く
 ね
が

　
 堆
 

た

い

 肥
  敷
 き
 込
 み
 土
 を

ひ
 

し
 

こ
 

つ
ち

 眠
 ら
す
　
　
 　
　
  熊
　
谷
　
タ
ヘ
子
（
中
田
）

ね
む

お
 互
 い
に

た
が

 昔
 

む
か
し

の
 話
  題
  終
 り
な
く

わ
 
だ
い
 お
わ

　
 時
 の
 誤
  差
 も
 通
 じ
 合
 う
 友
 　
　
　
　
　
　
千
　
葉
　
チ
　
ズ
（
米
山
）

と
き
 

ご
 

さ
 

つ
う
 

あ
 

と
も

ま
た
 一
 ッ

ひ
と

 齢
 

よ
わ
い

 重
 ね
し
 初
  春
 に

か
さ
 

は
つ
 は
る

　
 久
 の
 友
 よ
り
 賀
 

ひ
さ
 

と
も
 

が

 状
 

じ
ょ
う

の
 届
 く
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
智
（
米
山
）

と
ど

 活
 

か
つ

 力
 

り
ょ
く

と
な
る
ら
し
 熱
 き
コ
ー
ヒ
ー
の

あ
つ

　
　
 憂
 さ
を
 忘
 れ
て
の
び
や
か
に
 飲
 む
　
　
佐
　
藤
　
え
み
ほ

（米
山
）

う
さ
 

わ
す
 

の

わ
が
 町
 の
 歌
  会
  三
 

ま
ち
 

う
た
 か
い
 さ
ん

 百
 

び
ゃ
く

 回
 と
な
り

か
い

　
 歌
  友
 の
 墓
 に
 告
 げ
て
 香
  焚
 く
　
　
　
　
　
千
　
葉
　
た
か
 

（
米
山
）

と
 

も
 

は
か
 

つ
 

こ
う
 
た

 小
  雪
  舞
 う
 歩
 け
 歩
 け
し
 川
  原
 へ
と

こ
 
ゆ
き
 
ま
 

あ
る
 

あ
る
 

か
わ
 
ら

　
 柳
 

や
な
ぎ

 芽
  吹
 き
て
 春
  遠
 か
ら
じ
　
　
　
　
　
　
亀
　
井
　
た
か
子

（
津
山
）

め
 

ぶ
 

は
る
 と
お

バ
イ
ト
し
て
 都
 

み
や
こ

に
 学
 ぶ
 孫
  二
人
 

ま
な
 

ま
ご
 
ふ
た
り

　
 貧
  乏
 ふ
つ
う
と
 明
 る
く
 語
 る
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
泰
　
子
（

迫

）

び
ん
 ぼ
う
 

あ
か
 

か
た

 継
  続
 は

け
い
 ぞ
く

 力
 の

ち
か
ら

 証
 

あ
か
し

 菊
  御
  紋
 

き
く
 
ご
 
も
ん

　
 叙
  勲
 の
 栄
  誉
  級
  友
 に
 手
  向
 け
ら
け
む
　
　
丸
　
山
　
米
　
子

（東
和
）

じ
ょ
 く
ん
 

え
い
 
よ
 

と
 

も
 

た
 

む



19 Feb.2009

市 民 の 広 場

おじいさん、おばあさんと散

歩に行くのが大好きな和花

ちゃん。歌も得意で「むすん

でひらいて」などを上手に歌

います。ウータンのぬいぐる

みがお気に入りの和花ちゃん

です。

 白石  和  花 ちゃん
わ か

（津山町元町第一区）

平成１9年９月27日生まれ

（１歳）

善郎さんの長女

乗り物で遊ぶのが好きな陽斗

くん。中でも、お気に入りの

アンパンマンの車に乗ると、

たちまちご機嫌になります。

食べ物では、イチゴやミカン

などの果物が大好きな陽斗く

んです。

菊地  陽  斗 くん
ひな と

（登米町館山）

平成19年9月24日生まれ

（１歳）

敏幸さんの長男

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№４６

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№４６

いつかX橋で 

熊谷 達也／著

新刊紹介 ＝登米図書館＝ 緯０２２０（５２）２３１６

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
1
6
6

㌢

で
A
B
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
昨
年
の
４
月
か
ら
迫

リ
コ
ー
㈱
に
勤
め
て
い
ま
す
。
現

在
は
ま
だ
、
会
社
の
シ
ス
テ
ム
や

生
産
ラ
イ
ン
な
ど
を
勉
強
中
で
す

が
、
上
司
か
ら
多
く
の
事
を
学
び
、

少
し
で
も
早
く
会
社
に
貢
献
で
き

る
社
員
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
明
る
く
て
元
気

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
少
し

お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
買
い
物
や
温
泉
に

行
っ
た
り
、
友
達
と
ご
飯
を
食
べ

に
よ
く
出
掛
け
た
り
し
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、

体
を
動
か
す
の
も
、
試
合
を
観
戦

す
る
の
も
好
き
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
男
性
像
　
し
っ
か
り
と

し
た
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
、
周
り

の
人
を
大
切
に
で
き
る
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
今
ま

で
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
、

な
か
な
か
実
行
に
移
せ
な
か
っ
た

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
最
近
、
簿
記
会

計
の
資
格
を
習
得
し
よ
う
と
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。

小野寺　由紀さん（２３歳）

　おのでら　ゆき　

　石越町第九区・かに座

上
司
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
会
社
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
社
員
に
な
り
た
い

しあわせ米粉クッキング 

村上 祥子／著

たこあがるかな 

秋山 幸雄／著

終戦直後の仙台。絶望から

必死で這い上がろうとした

青年たちの強さをうたう。

電子レンジなどを使って、

誰でも簡単においしくでき

る料理を多数紹介。

折り紙、ストロー、レジ袋。

身の回りの物で簡単に作れ

るたこが満載。

脳活性あやとり 

有木 昭久／著

使わないと衰える脳を、指

先を刺激して活性化しま

しょう。

ふしぎなもるもくん 

斉藤 洋／著

もるもくんを見ると、あら

不思議。誰もがたちまち

ハッピー気分。

ハイク犬 

石津 ちひろ／著

ハイク犬と一緒に５・７・

５のリズムで言葉あそびし

ませんか？
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歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（52）2175登米町市 立 登 米 診 療 所緯 0220（52）2175登米町市 立 登 米 診 療 所２/１

緯 0220（22）7411迫　町高橋歯科クリニック緯 0220（52）2166登米町川 村 医 院８

緯 0220（22）2210迫　町さ く ら 歯 科 医 院緯 0220（22）1155迫　町田 中 医 院11

緯 0220（22）8145迫　町ホ ワ イ ト 歯 科緯 0220（34）3611中田町三 浦 消 化 器 内 科15

緯 0220（22）6007迫　町ちば歯科クリニック緯 0220（22）2177迫　町遊佐内科胃腸科医院22

緯 0220（42）2007東和町市 立 米 谷 病 院緯 0220（42）2007東和町市 立 米 谷 病 院３/１

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

健 康 ＆ 福 祉

２月の「こころの相談」

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。 　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

障害者就業相談のお知らせ

【相談日時】　２月２４日（火）

　午前９時３０分～正午、午後１時３０分～３時

【場所】　県東部保健福祉事務所　登米地域事務所

【申し込み】　予約制です。お住まいの総合支所市民福祉課市民

　福祉係へお申し込みください。

【問い合わせ】

　 ▼福祉事務所生活福祉課　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

  大切な“いのち”を守るため
 　   献血にご協力ください

全血

10：30～11：15恵 泉 会　 若 草 園

２/４ 12：40～15：00東京発條㈱　宮城工場

16：00～17：00東 和 総 合 支 所

全血16：00～17：00みやぎ生協　加賀野店６

全血
10：00～12：00

ヨークベニマル佐沼店８
13：00～16：30

全血
10：00～12：00ロ ッ ク シ テ ィ 佐 沼

ショッピングセンター
22

13：00～16：30

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係

　　　　　　　緯 0220（58）2116

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

一人で悩まずに相談を

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（53）4112カウンセラー東和地域福祉センター２７日（金）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館２０日（金）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター６日（金）豊　里

緯 0220（55）2112カウンセラー米山総合支所２６日（木）米　山

緯 0228（34）2112医　師石越総合支所１２日（木）石　越

緯 0220（58）2113
臨床心理士

南方保健センター
１２日（木）

南　方
医　師１７日（火）

緯 0225（61）5011医　師津山ふれあいセンター１７日（火）津　山

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係までお問い合わせください

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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けんこう と ふくし ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

※（　）内には申し出が

あった保護者の名前を掲

載しています。

１ 月 １ ６日までの
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった子は、

市内５地区で
４ ２ 人中２ １人でした

千葉　 悠  世 くん
ゆう せい

（中田町茶畑・悟さん）

猪又　ゆなちゃん
（中田町下道・伸哉さん）

佐藤　 裕  菜 ちゃん
ゆう な

（石越町芦倉・亜紀さん）

佐藤ここなちゃん
（石越町新道・真一さん）

三浦　 有  人 くん
あり と

（中田町川面・昇さん）

渡邊　 咲  季 ちゃん
さ き

（迫町江合・光次さん）

菅原　 真  依 ちゃん
ま い

（中田町新橋・昭弘さん）

佐藤 寧  々  花 ちゃん
ね ね か

（中田町大柳・勇治さん）

瀧澤　 幸  哉 くん
こう や

（中田町城内・朋洋さん）

鎌田　 琉  朱 くん
る あ

（迫町内町・雄次さん）

鎌田　 大  蔵 くん
たい ぞう

（迫町中江・健二さん）

小野寺 美  優 ちゃん
み ゆ

（迫町光ヶ丘東・広太郎さん）

千葉　 結  華 ちゃん
ゆい か

（迫町新田駅前・正博さん）

西條　 明  莉 ちゃん
あか り

（米山町中新田・清昭さん）

青田　 理  仁 くん
みち ひと

（米山町鈴根・佳規さん）

髙橋　 煌  稀 くん
こう き

（迫町江合・達也さん）

千葉　 友  瀬 くん
ゆう らい

（米山町後小路・美幸さん）

佐々木 茉  夢 ちゃん
ま ゆ

（南方町峯・誠二さん）

千葉　 雄  大 くん
ゆう だい

（南方町大袋・実さん）

藤浦　 凪  沙 ちゃん
なぎ さ

（南方町北本郷・光さん）

柴田ひかりちゃん
（南方町新高石・裕紀さん）
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　２月の
　パソコン無料相談室

◆パソコン教室

　ワードで総会資料の作成、エクセ

ルの基本操作を勉強してみませんか。

ワード

【日時】　

　２月１０日（火）午前１０時～正午

　登米祝祭劇場
　２月のイベント情報

◆Michael　Ellis　写真展「アメリカ

人が見た登米市」

【日時】　２月１日（日）～２７日（金）

　午前１０時～

【場所】　レストラン蓮房

【問い合わせ】　

　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆新春爆笑ものまねライブ

【日時】　２月１５日（日）①午後２時

　～②６時～

【場所】　大ホール

【入場料】　SS席＝2,500円、S席＝

　2,000円、A席＝1,500円

【問い合わせ】　

　佐沼中央商店会

　緯 0220（22）6161

◆音楽の贈り物　Vol.３

【日時】　２月１５日（日）午後２時～

【場所】　小ホール

【入場料】　一般＝1,000円、中・高校

　生＝700円、小学生＝500円

【問い合わせ】　

　Sｈｏｗ－ＷＡステージ

　緯 0228（45）5693

　２月１３日（金）午後７時～９時

エクセル

【日時】

　２月１７日（火）午前１０時～正午　

　２月２０日（金）午後７時～９時

・共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日

◆無料相談室

　パソコンで困っている人のため、

無料相談会を開催します。パソコン

の持ち込みが可能な人は、持参して

ください。

【日時】　２月２２日（日）

　午前１０時～正午

【場所】　迫にぎわいセンター

【申込期限】　５日前まで

◆出前コース

　都合の良い時間に合わせて、あな

たの自宅にパソコンを持参して相談

に応じます。

【料金】　１コース5,000円（４時間）

【申し込み・問い合わせ】

　NPO法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（21）5262

纂申告書の提出と納付期限

　 ▼所得税＝２月１６日（月）～３月１６日（月）

　 ▼消費税および地方消費税（個人事業者）

　　＝２月１６日（月）～３月３１日（火）

　 ▼贈与税＝２月２日（月）～３月１６日（月）

　※所得税と消費税は、振替納税が便利です（手続

　きは簡単）。振替納税を利用した場合の納期限

　は、所得税が４月２２日（水）、消費税・地方消費

　税が４月２７日（月）です。

纂提出方法

　　税務署の閉庁日（土曜・日曜・祝日）は、相談

　および受け付けは行っていませんが、郵便もしく

　は信書便による送付または税務署の時間外収受箱

　への投函により、提出することができます。

纂国税電子申告・納税システム「e-Tax」による申

告と納税

　　国税庁ホームページで申告書を作成できるほか、

　所得税と消費税については「e-Tax」（インター

　ネット）で申告と納税ができます。１月１９日（月）

　から３月１６日（月）までは、「e-Tax」による申告

　を２４時間受け付けしており、還付金の受け取りが

　早くなるなど大変便利です。

　　「e-Tax」による申告の場合、平成２０年分の所得

　税の申告について、5,000円を限度に税額控除が

　受けられます（平成１９年分で適用した人を除く）。

　「e-Tax」を利用する際には、事前に準備が必要に

　なります。詳しくは国税庁ホームページ（http://

　www.nta.go.jp/）をご覧ください。

佐沼税務署からのお知らせ

平成20年分の確定申告が始まります

【問い合わせ】　佐沼税務署　緯 0220（22）2501

　県立大崎高等技術専門校
　21年度入学生３次募集

【募集人員】　各科若干名

【訓練期間】　１年間

【願書受付期間】　

　２月３日（火）～２６日（木）

【試験日】　３月５日（木）

【試験内容】　学科試験（国語、数学）

　および面接

【合格発表】　３月１１日（水）

【願書請求先・問い合わせ】

　県立大崎高等技術専門校

　緯 0229（22）1357

【応募資格】　平成２１年３月に高校卒

　業見込みの者もしくは同等以上の

　学力のある若年者

【募集訓練科名】　電気科、建築科
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◆笑顔で働くためのマナー講座・個

別相談会

【日時】　①２月２２日（日）午後１時

　～４時（個別相談有）②３月１５日

　（日）午前９時３０分～１１時３０分

【場所】　①石巻市河北総合センター

　「ビッグバン」　②県母子福祉セン

　ター（仙台市宮城野区）

【対象者】

　県内の母子家庭の母、寡婦

【募集人員】　各２０人

【託児】　３歳から小学２年生まで

　（要予約）

【個別相談】　①のみ講座終了後４人

　（先着順・要予約）

【参加費】　無料

【申込方法】　電話・ファクシミリ・

　電子メール

　※ファクシミリ、電子メールの場

　合は、参加希望日・会場名、住所、

　氏名、電話番号、個別相談および

　託児の有無を記入の上、母子家庭

　など就職支援セミナー参加希望と

　明記してください。

　第50回中田地区
　ピンポン大会参加者募集

　下請けかけこみ寺

【日時】　３月２２日（日）　午前９時～

　※午前８時３０分から受け付け

【場所】　なかだアリーナ

【参加資格】

　中田町内在住者または勤務者

【内容】

　団体戦（３シングルス・硬式）

　※家族・職場・友人・男女混合可

　※人数がそろわない場合や一人で

　参加希望の場合は、お問い合わせ

　ください。

【日時】　２月１１日（祝）午前１０時～

　※受け付けは午前８時３０分から９

　時３０分まで

【場所】

　中田老人福祉センター　娯楽室

【対象者】　小・中・高校生、一般

【参加費】　 ▼学生＝1,000円

▼一般＝1,500円

【申込方法】　当日、受付時間内に会

　場でお申し込みください。

【問い合わせ】

　中田町新春囲碁・将棋大会事務局

　（教育委員会中田事務所内）

　緯 0220（34）8081

　第34回中田町新春囲碁・
　将棋大会参加者募集

　母子家庭など
　就職支援セミナー

　中小企業の皆さん、「取引先が請

負代金を支払ってくれない」「一方的

に単価を下げられた」「部品の引き取

りを断られた」などの問題で困って

いませんか。

　このような問題を解決するための

説明会および弁護士による無料相談

会を開催します。

【期日】　２月２４日（火）

【時間】　①説明会＝午後１時～３時

　②無料相談会＝午後２時～４時

【場所】　県東部地方振興事務所　登

　米地域事務所

　①＝２０３会議室　②＝２０２会議室

【申し込み】　当日の受け付けも可能

　ですが、参加を希望する人はなる

　迫養作品展

　迫養護学校の児童・生徒の作品を

展示します。

【期間】　２月１９日（木）～２３日（月）

【場所】　ロックシティ佐沼ショッピ

　ングセンター　セントラルコート

【作品販売】　２月２２日（日）午後１

　時から３時まで、高等部３年生に

　よる作品の販売を行います。

【問い合わせ】

　県立迫養護学校（担当：金野）

　緯 0220（22）9484

　べく事前に電話でお申し込みくだ

　さい。

【申込先・問い合わせ】

　苛みやぎ産業振興機構

　緯 022（225）6636　

【参加費】　１チーム６００円

【申込方法】　電話、ファクシミリ

　※ファクシミリの場合は、なかだ

　アリーナおよび大会事務局に備え

　付けの申込用紙か任意の用紙に

　チーム名、参加者全員の氏名・年

　齢・電話番号を記入の上、中田地

　区ピンポン大会参加希望と明記し

　てください。

【申込期限】　３月１２日（木）

【申し込み・問い合わせ】

　大会事務局（アリスモード㈱内）

　佐瀬

　緯 0220（34）6102

　胃 0220（34）6103

　健康保険、国民年金など社会保

険全般について相談に応じます。

【２月の開設日】　２月１８日（水）

【時間】　午前９時１０分～正午、

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1203

社会保険相談所開設

【申込期限】

　開催日２日前の午後４時まで

【申し込み・問い合わせ】

　県母子福祉センター

　緯 022（295）0013

　胃 022（256）6512

　死 miyagi-boren@r6.dion.ne.jp
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【問い合わせ】

　 ▼市民生活部国保年金課　緯 0220（58）2166

　 ▼古川社会保険事務所国民年金業務課　緯 0229（23）1203

国民年金の独自給付につい国民年金の独自給付についてて

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

支給額保険料納付済期間
120,000円３年以上１５年未満
145,000円１５年以上２０年未満
170,000円２０年以上２５年未満
220,000円２５年以上３０年未満
270,000円３０年以上３５年未満
320,000円３５年以上

※保険料の一部免除を受けて４分の３

納付した月は４分の３月、半額納付し

た月は２分の１月、４分の１納付した

月は４分の１月として計算します。

※付加保険料を３年以上納付している

場合は8,500円が加算されます。

※遺族が、遺族基礎年金を受けられるときは支給されません。

※寡婦年金を受けられるときは、どちらか一方を選択します。

詳しくは、年金ダイヤルへ　緯 0570（05）1165

　精神障害者を持つ市内の家族の交

流会です。同じ家族として語り合い

ませんか。

【日時】　２月２４日（火）

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【対象者】　精神障害者の家族ならど

　なたでも参加できます。

【内容】

　①講演会：演題＝家族が当事者を

　見守るために～家族が支え、家族

　をみんなで支える～、講師＝訪問

　看護ステーション「スマイルケア

　ステーション青葉」代表取締役　

　小野芳勝さん（精神保健福祉士）

　②グループワーク：お茶っこ飲み

　しながらみんなで話し合おう

【参加費】　３００円程度

【申込方法】　電話

【申込期限】　２月１６日（月）

【申し込み・問い合わせ】

　福祉事務所生活福祉課

　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　精神障害者家族セミナー
　参加者募集

　国民年金の第１号被保険者（自営業者・農業従事者・学生などと、その配

偶者）として保険料を納めている人には、老齢基礎年金・障害基礎年金・遺

族基礎年金以外に、「付加年金」「寡婦年金」「死亡一時金」といった給付が受

けられる場合があります。

◆付加年金

　定額の保険料（平成２０年度：14,410円）に月額４００円を上乗せして納める

と、将来受け取る老齢基礎年金に付加年金が加算されます。

　 ▼付加年金額（年額）＝２００円×付加保険料を納付した月数

　※国民年金基金に加入している人、保険料の免除を受けている人は、付加

　保険料を納めることはできません。

　※付加保険料の納付を希望するときは、最寄りの総合支所市民福祉課国民

　年金担当窓口への申し込みが必要です。

◆寡婦年金

　第１号被保険者として保険料を納めた期間（免除期間を含む）が２５年以上

ある夫が、年金を受けることなく死亡したとき、１０年以上婚姻関係があり生

計を維持されていた妻に、６０歳から６５歳までの間支給されます。

　 ▼寡婦年金額（年額）＝夫の老齢基礎年金額×４分の３

　※夫が老齢基礎年金や障害基礎年金を受けていたときは支給されません。

◆死亡一時金

　第１号被保険者として保険料を３年以上納めた人が、老齢基礎年金、障害

基礎年金を受けずに死亡したとき、その人と生計を同じくしていた遺族（配

偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順で優先順位の高い人）に支給さ

れます。

　「定額給付金」については、

皆さんへの連絡や給付を行う

段階ではありません。

２月は「省エネルギー月間」です
　国では、毎年２月を「省エネルギー月間」と定め、
省エネルギーの意識啓発を進めています。
　限りあるエネルギー資源を大切にするとともに、地
球温暖化を防止するため、わたしたち一人一人が、エ
ネルギーを大切に使うよう心掛けましょう。

▼市役所や総務省が、ＡＴＭ

（現金自動預払機）の操作をお

願いすることはありません。

▼現時点で、市役所や総務省

などが皆さんの世帯構成や銀

行口座の番号などの個人情報

を照会することは、絶対にあ

りません。

　不審な電話や郵便物が届い

た場合は、最寄りの警察署に

ご連絡ください。

定額給付金を装っ定額給付金を装ったた
「振り込め詐欺「振り込め詐欺」」にに
ご注意ください!ご注意ください!!!
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「浅水小学校　放課後子ども教室」への参加児童募集

◆事業内容

【開設場所】　浅水小学校

【開設日】　授業のある日（年間２００日程度）

【開設時間】　授業終了後から午後６時３０分まで

【教室での過ごし方】　コーディネーターや安全管理員の

　見守りの元に児童が自由に過ごせます。また、学習ア

　ドバイザーによる学習指導、地域の人たちの協力によ

　る昔遊びや郷土文化体験、季節行事などが随時行われ、

　それらに参加することもできます。

【参加経費】　無料

　※行事の材料代の実費を負担していただくことがあり

　ます。また、児童に係る傷害保険代は保護者の負担と

　なります。

【送迎】　保護者にお願いします。

◆参加者の募集

【対象者】　平成２１年度に浅水小学校に通学する児童

【募集人員】　３０人

　※定員を超えた場合は、低学年児童や、保護者が就労

　などにより自宅で適切な養育ができない児童を優先し

　ます。

【募集期間】　２月２日（月）～２０日（金）

【申込方法】　参加申込書に必要事項を記入の上、持参ま

　たは中田生涯学習センターに郵送してください。

　※申込書の用紙は、浅水小学校と中田生涯学習セン

　ターに備え付けてあります。

【申込先】

　 ▼浅水小学校

　 ▼中田生涯学習センター

　〒987－0602　登米市中田町上沼字舘４３

【登録決定】　２月下旬に保護者に通知します。

◆その他

　教室を運営するスタッフ（コーディネーター、学習ア

ドバイザー、安全管理員）も募集しています。

【問い合わせ】

　教育委員会生涯学習課　生涯学習係

　緯 0220（34）2698

　子どもの数の減少や社会環境の変化により、子どもが一人で過ごす機会が多くなり、事件・事故などに遭

遇したり、集団の中でうまく人間関係を作っていくことが苦手な子どもが増えたりする傾向にあります。

　こうした状況を踏まえ、放課後に子どもたちの安全で健やかな居場所づくりを進めるため、浅水小学校児

童を対象に平成２１年度から放課後子ども教室事業を実施します。

「地域審議会」公募委員を募集

【募集人員】　５人以内（町域ごと）

【応募資格】

　①応募する地域審議会の設置区域内に住所を有し、現　

　に居住している人で、平成２１年４月１日現在、満２０歳

　以上で、４月１日以降も引き続き応募する地域審議会

　の設置区域内に居住する人

　②登米市のまちづくりに関心のある人

　③公共性の観点から意見を述べられる人

　④登米市の職員および市議会議員でない人

【任期】　２年間（平成２１年４月１日～２３年３月３１日）

【役割】

　１　市長の諮問に応じて審議・答申する

　　（１）新市建設計画の変更に関する事項

　　（２）新市建設計画の執行状況に関する事項

　　（３）新市の基本構想の作成および変更に関する事項

　　（４）その他市長が必要と認める事項

　２　必要と認める事項について審議し、市長に意見を　

　述べる

【組織】　町域ごとに、区長・公共的団体関係者・学識経　

　験者・公募（５人以内）の１５人以内の委員で構成され

　ます。

【応募方法】　下記の事項を記載した「応募申込書」と

　「作文」を郵送または持参により、各総合支所地域生活

　課に提出してください。なお、応募書類は返却しませ

　んのでご了承ください

　　（ア）住所・氏名・電話番号・性別・生年月日

　　（イ）職業・勤務先

　　（ウ）経歴（職歴・学歴など参考となる事項）

　　（エ）地域での活動状況

　　（オ）応募した理由

　※応募申込書は、各総合支所地域生活課に備え付けて

　あります。任意の様式でも可とします。

　※作文は「登米市のまちづくりについて」と題し、400

　～800字程度。作文様式の定めはありませんので、原

　稿用紙などを使用してください。

【応募期間】　２月２日（月）～１６日（月）必着

　※郵送の場合は当日消印有効

【選考結果】　後日、応募者全員に通知します。

【応募先・問い合わせ】

　各総合支所地域生活課　地域係

　市では、市民皆さんの声を施策に反映させ、きめ細やかな行政サービスを実現するため、平成１７年度から

町域ごとに「地域審議会」を設置しています。

　今回、委員の任期が満了することに伴い、町域ごとに地域審議会委員を募集します。
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緯

人　口
世帯数地区

計女男

21,81511,27310,5427,233迫

5,5302,9092,6211,817登米

7,6293,9103,7192,498東和

16,3958,4217,9744,647中田

6,9183,5383,3802,014豊里

10,4865,3925,0942,856米山

5,6682,8852,7831,583石越

9,1484,7354,4132,506南方

3,9392,0331,9061,215津山

87,52845,09642,43226,369合計

登米市のデータ

緯お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

開催場所
開催日

３月２月

迫総合支所２日（月）２日（月）

南方総合支所５日（木）５日（木）

登米総合支所９日（月）９日（月）

東和総合支所１２日（木）１２日（木）

豊里総合支所１６日（月）１６日（月）

米山総合支所１９日（木）１９日（木）

石越総合支所２３日（月）２３日（月）

津山総合支所２６日（木）２６日（木）

【時間】　午後１時３０分～４時３０分

【相談料】　無料

　※相談日以外は、商工観光課で消

　費生活相談員が応じています。

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

　消費生活出前相談

　各総合支所で、消費生活上のトラ

ブルや多重債務などの相談に応じ、

解決の手伝いをします。

【２月・３月の相談日】

人口・世帯数

（平成20年12月末現在）

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　２月２６日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係　　

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　２月の
　夜間相談窓口開設日

２月の納税 など

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

※年金天引きの人は含まれません。
※口座振替の人は、通帳の残高を
確認してください。

トレーニングルーム利用者講習会

◆なかだアリーナ
【講習会日時】　
　２月２０日（金）午後７時～
【定員】　５０人（要予約）
【受付開始】　２月３日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　なかだアリーナ
　緯 0220（34）7302

◆とよま蔵ジアム
【講習会日時】　
　３月１０日（火）午後７時～
【定員】　２０人（要予約）
【受付開始】　２月２４日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　とよま蔵ジアム
　緯 0220（53）1155

　２月の
　多重債務110番の日

国民健康保険税　第９期
介護保険料　　　第９期
後期高齢者医療保険料　第８期

　借金で悩んでいませんか。

　借金問題はさまざまな方法により

必ず解決できます。市の消費生活相

談員が、借金・多重債務の相談に応

じ、弁護士や関連部署などと連携し

ながら、多重債務の解消・債務整理

後の生活再建を支援します。

　相談料は無料で、秘密は厳守され

ます。

　一人で悩まず、ちょっと勇気を出

して、まず相談をしましょう。

【日時】　 ▼２日（月）、９日（月）、

　１６日（月）、２３日（月）午前９時～

　午後８時 ▼１５日（日）午前９時～

　午後５時

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

　迫図書館
　２月のおはなし会

　絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊

びなどをします。

【日時】　２月７日（土）、２１日（土）

　午前１０時３０分～

【場所】　迫図書館　２階研修室

【問い合わせ】

　迫図書館

　緯 0220（22）9820

納期限　３月２日（月）

▼ 成人を迎えられた1,090人の皆さん、お

めでとうございました。十数年振りに成人

式の会場を訪れましたが、若い皆さんのパ

ワーを肌で感じました。皆さんが生まれた

昭和６３年４月２日から平成元年４月１日ま

でを振り返って見ると、 瀬戸大橋開通、ソ

ウルオリンピック開催、 昭和天皇が崩御

し、元号が「平成」に改元。税率 3% の消

費税の導入などがあった年でした。（猪股）

編集室から
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　市営住宅入居者募集

◆津山平形住宅２－６号

　（津山町柳津字平形７５番地１）

　募集戸数　１戸（３ＤＫ）

　家賃月額　13,300円～22,000円

　駐 車 場　なし

【募集対象者】　

　現に住宅に困っている世帯

【入居資格】

　①入居収入基準が２０万円以下であ

　ること（小学校就学前の子どもの

　いる世帯については２６.8万円以下）。

　※収入基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で除した金額。

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

　で５０歳以上の人も可）、身体障害

　者（１～４級）・精神・知的障害者

　の人は単身入居することができま

　す。詳細については、お問い合わ

　せください。

　③入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　④現に市営住宅に入居している人

　は、申し込みできません。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

【申し込み】　各総合支所地域生活課

　産業建設係

【申込期限】　２月１６日（月）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

【物件】

　①土地：登米市迫町佐沼字新駒木袋59番　田　489㎡

　　土地：登米市迫町佐沼字新駒木袋60番　田　519㎡　

　②土地：登米市米山町字善王寺新外和道８番１　田　80㎡

　　土地：登米市米山町字善王寺新外和道８番２　田　874㎡

【公売方法】　入札

【最低見積価額】　市役所迫庁舎前掲示場の公告を参照してください。

　※落札価額に不動産登録免許税が加算されます。

【公売保証金】　最低見積価額の１割　

　※入札日には、公売保証金が必要です。

【必要な書類】　買受適格証明書の提出が必要です。２月１０日（火）までに、

　対象不動産の登記簿謄本、公告写し、印鑑を持参の上、市農業委員会（市

　役所中田庁舎１階）へ申請してください（無料）。

【入札日時・会場】　２月２７日（金）午前１０時～、市役所迫庁舎１階　会議室

　※１回のみの入札となります。

【その他】　入札時には、身分証などが必要です。詳細は入札前にお問い合わ

　せください。

【問い合わせ】　総務部税務課　徴収対策係　緯 0220（22）2169

不動産公売のお知らせ

市税滞納により、差し押さえた不動産を公売します。

【定員】　１８人（先着順）

ビデオ編集入門講座

【日時】　３月１７日（火）～１９日（木）

　午後７時～９時

【内容】　ビデオカメラで撮影した映

　像をパソコンで編集・加工する方

　法、ＤＶＤなどへの書き込みの仕

　方を勉強します。

【定員】　１５人（先着順）

・共通事項

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人

【場所】　南方住民情報センター「る

　るぱ」（市役所南方庁舎内）シア

　ターホール

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【受け付け】　２月１３日（金）

　午前１０時から電話受け付け開始

【申し込み・問い合わせ】

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　 ▼開館日＝火曜～日曜日・祝日の

　午前９時～午後５時

　 ▼休館日＝月曜日（月曜日が休日

　の場合は、火曜日）

　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

　南方住民情報センター「るるぱ」

では、市民のＩＴ技術向上を目的と

してパソコン講座を開催します。興

味のある人はぜひご参加ください。

パワーポイント初級講座

【日時】　２月２５日（水）～２７日（金）

　午後７時～９時

【内容】　プレゼンテーションソフト

　のパワーポイントを使い、基礎知

　識から簡単なプレゼンテーション

　資料の作成、視覚効果の高さを利

　用したスライドショー、活用方法

　など基本的な内容について学習し

　ます。

【受講資格】　入門講座を受講した人

　または同程度の知識のある人（マ

　ウス操作や文字の入力ができる

　人）
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＝古鹿山房扁額（中林梧竹書＝ 古鹿山房扁額（中林梧竹書））＝＝

六朝書で書かれた中林梧竹による扁額

最後の佐沼城主亘理 隆  胤 は明治維新後の
たか たね

明治２５年、かつての城の近くに居を構え

「 古  鹿  山  房 」と名付けて文筆活動をおこ
こ ろく さん ぼう

なっていました。隆胤の交友を物語る資

料の一つに、古鹿山房の 扁  額 があります。
へん がく

この額は、幼くして書に親しみ「書聖」と

称された中林 梧  竹 の書によるものです。
ご ちく

梧竹は藩校の指南役を務め、廃藩置県の

後には全国を巡り歩き、明治２５年から２８

年には東北を訪れて、仙台や岩沼などに

滞在しています。中国に２度渡って書の

勉強をし、ついには六朝書（北朝で発達し

た独自の楷書体の総称）を踏まえた書風で

明治三大書家の一人とたたえられました。

県内にも作品が残されており、この資料

もその一つと考えられます。

日　時　平成２１年３月７日（土）午後６時３０分～
                          ８日（日）午後２時～　（両日とも開場は１時間前）
場　所　登米祝祭劇場（大ホール）

入場料　前売り 【大人】1,000円（当日1,200 円）【小中高生】500円（当日600円）

販売先　登米祝祭劇場

問い合わせ

　登米祝祭劇場　緯 ０２２０（２２）０１１１　FAX ０２２０（２２）０１１５

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀陀 加  奈  陀 ににににににににににににににににににににに渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたに渡った
カ ナ ダ
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第11回

登米市民劇場「夢フェスタ水の里」

アメリカ及甚物語

【あらすじ】

　明治３９年８月、「おいじん」こと及川甚

三郎は故郷の８２人とともに、帆船水安丸

で石巻の荻浜港を出港した。貧しさからの

脱却だった。

　おいじんはゲンジボタルの里、東和町

鱒淵に生まれた。鱒淵川で遊ぶ彼の心に

は、いつも「蛍」がすんでいた。蛍火に導か

れ、故郷を富ませる事業を次 に々興した。

　明治２９年、４２歳の彼はカナダ・フレー

ザー河での鮭漁に目を付け「紅鮭以外は

捨てている。筋子も食べない」ことを知っ

た。早速、日本に向けた塩鮭と筋子の輸

出業に着手した。

　その事業を拡大するため、故郷から大

勢の人を密航させる計画を企てたのだっ

た。それに命運を賭けた人たち。さまざま

な思いを乗せた密航船が今、大海原に出

航した・・・。


